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■
週
茎一≡闇
測≡・一三暦

,

鱒ス
研
教
授

午
後
三
時
か
ら
五
時
ま
で

六
日
(火
)

日
本
胃
英
会
澱
学
資
金

和
進
会
館
(策
大
付
周
病
院
構
内
)

交
付

午
前
九
時
三
+
分
か
ら
午
後
三

九
日
(金
)

学
術
概
演
会
「ウ
サ
ギ

時
三
+
分
ま
で

星

課
蜜

掛
で

再

の
F
R
U
G
T
。
。
E
-
D
-
P

・H
O
S
P
H
A
T
A
S
E
の
樹
造
及
性

七
日
(水
)

日
本
育
英
会
奨
単
資
金

交
付

六
日
と
同
じ
要
領

能
の
変
化
」
講
師
米
困
ア
ル
バ
ー
ト
・

ウ
イ
ル
ス
学
公
開
講
座
「ウ
イ
ル
ス
学

ア
イ
ン
シ
ェタ
イ
医
科
天教
授
B
・」

概
論
(そ
の
二
)
」
講
帥
奥
昇
ウ
イ
ル

ホ
》

ッ
カ
1
博
士

午
後
三
爵
か
ら

京
大
医
化
学
訓
堂
で

+
二
日
(月
)

ク
レ
メ
ン
テ
博
士
講

演
会
「A
T
O
M
工
σ

A
N
D

M

O
」
E
C
U
L
A
R

G
O
R
R
E
L

A
T
I
O
N

E
N
E
R
G
Y
」
講
師

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
ボ
セ
市

I
B
M
研
究
所
理
齢
化
学
物
理
部
畏

エ
ン
リ
コ
・ク
レ
メ
ン
テ
博
士
。

大
学
院
入
試
合
格
者
発
表
始
ま
る

大
学院
修
士
課
程
の合
格
者発
褻
ガ
行
潅
わ
れ
た
。
発
褒
が
あ
った

の
は
、
法
、
経
、
理、
工
の四
学
部
で
あ
る
。
但
し
法
学
田
は
京
大
法

出
身
の
み
で
、
他
大
学
か
ら公
募
し
て
行
な
わ
れ
る
入
猷
は
十
一日
で

あ
る
。
そ
の
他
の
学
部
は、
農
学
部
(試
験
済
、
合
格
発
衰
十
月
十
五

日
)
、
教
育
学
部
は
十
二月
、
文、
医
学
部
は
来年
二月
に
そ
れ
ぞ
れ

入
試
が
行
な
わ
れ
る
。

暫
法
学
部
ゼ
ミ
(第
幽盗
募
集
締
切
る

九
月
十
九
日
に
締切
ら
れた
三
十九
年
度
法
学
部
ゼ
ミ
の
第
一次
募

築
に
対
す
る
応
募
者
数
が、
一一十
一日
発
衰
さ
れ
た
。
税
法
の
須
貝
教

授
、
国
際
私
法
の溜
池
教授
の者
ゼ
ミ
には
いま
のと
こ
ろ
応
募
者
な

し
。
ま
た
商法
の
大
隅教
授
ゼ
ミ
は
定
員
超
過
のた
め
試
験
が
行
わ
れ

る
。
最
終決
定
の莞
衰は
十月
十
日
頃
。
各
ゼ
ミ
応
募
者
数
は
次
の
逓

り
。商

医
(大
隅教
授
)
三五
、
日
本
法
制
史
(猪
熊
教
授
)
七
、
憲

法
(大
石
教授
)
一
三、
民
陵
(於
保
教
授
)
二八
、
商
法
(大
森

教
授
)
二
五、
民
事訴
訟
(中
田
教
授
)
一七
、
国
際
法
(田
畑
教

授
)
二〇
、
行
政
学
(長
浜
教
授
)
四
、
外
交
史
(文
川
教
授
)

三
、
法
理
学
(加
藤
教
授
)
一〇
、
政
治
史
(猪
木
教
授
)
一八
、

民
法
(磯
村教
授
)
凹五
、
民
法
(林
教
授
)
三
三
、
商
法
(上
柳

教授
)
一
四、
刑
法
(宮
内
寂
授
)
九
、
罠
事
訴
訟
法
(中
務
教

授
)
雫
労
働
法
(片
岡
教
授
)
一
三
、
政
治
学
(福
島
敦
授
)

二
、英
米
法
(遺
田教
授
)
六
、
政
治
思
想
史
(勝
田
教
投
)
五

応
援
歌

一編
も
集
ら
ず

既報
のよ
う
に、
広
援
団
華

園
歌
を
募
集
し
て
いる
が
、
現
在
一

編
も
応募
され
く
い
な
いも
よ
う
であ
る
。
応
援
団
で
は
、
ひ
き
つ
づ

き
公
募
し
て応
募
を
嬰
望
し
ζ
いる
。

【里
暴
項
】

▽
内
容

応擾
欧、
学
生歌
、
遣
遥歌
そ
の他
形
式
を
と
わ
な
い

▽
応募
貰
格
省

京
大
掌
生、
臓
員

▽締
切

十月
宋
日

▽
賞金

一
等
の
み
五干
円

▽
傭
考

審
査
提

援
団
員
が
訂
な
い、
作
曲は
作曲
誉に
依
頼
の
予

窟
。
作
品
は
応
援
団
B
O
X
に
持
参
の
こ
と
。

醐≡
京
大
人
事

≡

復
職
碑
教
授

伊
藤
漸
(同
)

事
務
代理

医
付属
病
院
長
事
務
代
理

荒
木
千
里
(医
教
授
)

総
憂
事
務
代
理

藤
本
武
助
(工教
授
)

㎜

海

外

出

張

㎜

▽奨

郎
(工
教
授
)
39
・10
・8
～
39
・11
・3

潤
滑
工
掌
に

関
す
る
研
究
調
査
と
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
函
際
潤
滑
学
会
に
出
席
の

た
め
米
国
へ▽
杉
山
武
敏
(医
助
手
)
39
・10
・30
～
40
。10
・29

病
理
学特
に
発
癌
物
質
の作
用
機
能
に
関
す
る
研
究
と
舩
の
病
理
学
的

研
究
と医
学
整
胃
の現
状
調
査
のた
め
米
国
へ

『十
月
下
旬

』
に
む
け
て

去
る
八
月
下
旬
の
米
原
子
刀
満
水
礎
日

本
寄
港
承
認
の
政
府
発
表
を
契
機
に
、

寄
港
反
対
運
動
が
全
國
的
に
行
な
わ
れ

九
月
二
十
七
日
の
横
須
賀
・佐
世
保
両

灌
で
の
寄
港
阻
止
集
会
で
一定
の
高
揚

を
示
し
た
阻
止
闘
争
を
更
に
戦
い
抜
く

た
め
へ
京
都
府
学
運
で
は
十
月
以
後
の

行
助
ス
ケ
ジ
ュー
ル
を
ほ
ぼ
次
の
よ
う

に
決
定
し
た
。

七
日

原
潜
阻
止
共
闘
会
議
を
結
成

先
ず
、
京大
の
剛期
試
験
明
け早
々

の
十
三
日
に
統
一行
動を
行
な
い、

更
に
二
十
三
日
には
京大
な
ど
のス

ト
ラ
イ
キを
含
む強
い
統
一行
動を

予
定し
て
いる
。
また
十
一月
一日

に
は再
度関
西
三
府
県
学運
軌
一行

動
を
も
つ
こ
と
に
獄る
も
の
と
見ら

一
れ
る
。

府
学
超
執
行
部
とし
ては
、
オ
リ
ンピ

ック
開
催
期
岡
甲
に
は
国
民
の
圓に
、

原
潜
寄
港
の
危
機
感
が
薄
れ
、
運
動
の

轟
捌
は
困
難
と
み
ら
れ
る
が
、
あ
く
ま

で
闘
う
態
勢
は
保
梼
す
る
、
と
い
って

お
り
、
す
で
に
積
極
靭
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
闘
争
ス
ケ
ジ
ュー
ル
は

十
八日
巣
京
で
閣
か
れ
る
全
白
代
で

一
最
終
的
に決
定
さ
れ
る
。

京
都
で
欝
代
表
者
会
議

七
日
に
京
郡
岡
志
絆天
学
で
「全
国
地

方
学
連
代
裂
番
会
魑こ
が
開
か
れ
、
秋

の
選
勤
方
針
、
全
学
連
再
建
問
題
な
ど

を
罰
議
す
る
。

京
都
府
學
運
で
は
こ
の
会
議
に
お
い

て
、
次
の
よ
う
な
提
議
を
行
な
う
も

の
と
み
ら
れ
る
①
二
十
七
日
の
横
須

賀
。佐
世
保
の
現
地
闘
箏
は
、
一足

程
炭
の
高
揚
を
み
せ
た
も
の
の
、
員

体
的
な
「現
地
指
導
都
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
各
潮
流
の
聞
で
一致
し
て
い
な

い
た
め
、
佐
世
保
に
常
駐
喬
妃
局
を

殴
置
し
"密
記
局
通
覆r
を
各
地
方

学
迷
に
送
る
こ
と
に
よ
って
、
運
動

の
全
国
統
一化
を
図
る
②
来
る
+
八

目
、
東
以で
開
か
れ
る
全
目
代
に
お

いて
「原
澱
阻
止
全
国
学
生
共
闘
会

議
」を
発
足
さ
せ
る
よ
う
、
こ
の
会

議
で
申
し
合
わ
せ
る
。

七
日
の
地
方
学
運
代
衷
省
会
議
は
、
こ

のよ
う
な
玖
都
府
掌
連
の
ま
張
を
軸
に

活
発
な
論
戦
が
行
な
わ
れ
よ
う
。
十
二

月
全
学
超
再
建
に
つ
い
て
は
、
各
潮
翫

が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
リイ
メ
ー
ジ
白
に

固
執
し
て
お
り
、
今
後
は
徴
妙
な
動
き

が
庄
目
さ
れ
る
。
京
都
府
掌
運
で
は
、

い
わ
ゆ
る
反
日
共
系
全
自
治
会
を
包
括

し
た
全
学
越
の
再
勉
申電
心向
し
て
い
る

が
、
フ
ロ
ン
ト
系
や
九
州
社
青
同
な
ど

の
王張
し
て
る
「共
闘
会
漉
し
方
式
を

考
慮
し
て、
先
の
「共
闘
会
議
」
の冥

績
の
積
み
厭ね
の上
に、
全
学
泌
再建

惣

現
を
め
萎

を
豚
る
だ
ろ
一

な
お
、
十
八
日
の
全
自
代
で
は
、
全

国
の遵
動
方
針
「共
闘
会
戯
」
の
発

足
な
ど
が罰
議
、
決
定
さ
れ
る
。

佐
世
保
で
ア
ピ
ー

ル

集
会
参

大
掌
代
表

九
月
二
十
七
日
、
原
潜
選

阻
止
現
地

闘
争
と
し
て
伽
世
保
に
納
集
し
た
、
京

都
・大
阪
・兵
剛
。九
州
各
府
県
学連

傘
下
の
各
大
学
、
奈
良
女
大
、
岡
山
大

広
島
大
な
ど
は運
名
で
、
「原
病
寄
港

阻
止
統
一,ア
ッ
ピ
ル

」
を
発
製
した

ア
ッ
ビ
ー
ル
は
、
原
潜
の
「寄
港
」

は
そ
の
こ
と
自
体
が
日
本
の
核
武
装

で
あ
る
、
と
し
て
原
潜
嵜
港
の
盾
険

性
を
全
面
的
鰻
露
し
た
の
ち
、
原

潜
寄
濯
阻
止
の
闘
い
を
全
国
的
に
く

り
ひ
ろ
げ
よ
う
、
と
紬
ん
で
い
る
。

佐

世

保

、,
横

須

旧　

賀
で
反
対
集
会
朋

二
十
七
日
、
横
須
賀
と
佐
世
保
で

「米
原
子
力
潜
水
臓
日
本
冨
港
阻
止
集

会
」
が
開
か
れ
た
。
横
須
賀
集
会
に
は

東
日
本
各
地
か
ら
.励評
系
労
組
員
な
ど

五
万
人
が
参
加
し
、
河
上
社
会
寛萎
員

長
な
ど
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
米
原
干
刀

翻
■

～

カ

カ

潜
水艦
の日
本㍑
港
を
阻
止
し
、
日
本

一の咳
武
鼓
を
阻
止
す
る
な
ど
の
闘
鯖
冠

需
を採
択
し
、
市
内
を
デ
モ
行
進
し

た
。こ

の集
会
に参
加
し
た
関
策
地
方
の

反
日
共
系
学
生
自
治
会
の学
生
、
社

会
主
践
爾
痒
岡盟
員
など
約
二千
入

は、
米
海
軍横
須
銀
遮
地
前
では
激

し
いジ
グ
ザ
グ
デ
モを
腱
開
し
、
駆

二

i

チ

ェ

全

集

◇
全
一六
巻
別
巻
一冊
◇
A
5
判
上
製
函
入
◇
註
解
附
完
訳

反

時

代

的

考

察

第
四
巻

小倉
志祥
訳
〈第
九
回
配
本
〉

価
一五
〇
〇
円

〒
一〇
〇
円

キ

ル
ケ

ゴ

ー

〃
講
話
遺
稿
集

◇
全
六巻

◇
A5
判
上
製
函
入

◇
註
解
附
原
典
訳

ア

ド

ラ

ー

の

書

他

四

篇

第
六
巻

原
佑
・大
谷
慶
人
訳
く第
一同
配
本
V価
一五
〇
〇
円
〒
一〇
〇
円

地
に
突
入
し
ょ
う
と
す
る
デ
モ
隊
は

二
干
人
の
警
官
隊
と
一時
間
に
渡
っ

て
激
し
く
も
み
合
い
、
警
鴇
隊
の
実

い
さ
つ
の
ぼ
へ
ぬ
　
　
　て
　
　
ぼ
　

鰯
難
継擁
醗
難
簗
灘
鄭

一方
、
佐
世
保
簗
会
に
は
四
万
人
が
参

生
が
参
加
し
た
。

加
、
成
田
社
会
寛
党
幟
記
長
な
ど
の
あ

璽
目讐
獺壕
蜥曜
勧肇
㎝穀

理

想

社

教
穣
部
掌
生
会
館
問

團
題
に
対
す
る
学
生
側

の
取
り
組
み
は
、
現
在
試
験
期
で
あ
る

た
め
遅
れ
て
い
る
が
、
試
験
あ
け
と
岡

全学的協議機関を
教養学館設置をめぐって

時
に
整
蝦鄙
厚

生
聞
題
係
を
中

心
と
し
て
本
格

的
に
取
り
組
む

も
よ
う
で
あ
る

同
学
鮎
に
関

し
て
今
後
問

題
の
焦
点
と

な
る
の
は
、

股
計
権
と
暫

埋
逼
醤
に
関

し
て
で
あ

る
。
こ
れ
に

対
す
Φ大
学

側
の
意
向
と

し
て
は
、
学

畏
が
先
週
本
紙

記
者
に
明
ら
か

に
し
た
と
こ
に
よ
る
と
、
大
学
側
代

裂
(学
生
部
甲
心
)
と
学
生
側
代
衰

(同
学
会
生
協
、
院
生
等
)
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
厚
生
問
題
協
議
会

(仮
称
)
に
お
い
て
協
践
す
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
。

こ
の
厚
生
問
題
協
議
会
と
い
う
の
は
、

今
春
、
学
内
間
題
協
議
会
(学
生
側
)

が
大
学
側
と
団
交
を
戴
ね
る
過
程
で
う

か
び
上
が
っ
て
来
た
も
の
で
、
従
来
学

生
部
一本
で
大
学
と
の
交
渉
を
据
め
て

来
た
が
、
繁
問
題
を
通
じ
て
そ
の
欠
点

が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
天
学
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
、

協
議
会
は
、
そ
の
擢
限
に
関
し
て
問
題

ノ

が
あ
り
(学
生
側
は
、
厚
生
問
題
に
関

し
て
最
尚
の
決
議
馨

つ
犠
関
へ
の

学
生
参
胴
を
要
求
し
て
い
る
)
本
格
的

な
組
織
化
に
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

現
在
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
釆
た
、
学

内
問
題
に
閲
す
る
交
渉
手
股
は
、
散

"解

答

の

必
要

な

し

4

発
的
な
、
団
体
交渉
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
性
格
上
専
門
的
な
交
渉

は
お
こな
え
な
いた
め
、
同
意
が
成

立
し
て
も常
に微
妙
な
く
い
違
い
が

生じ
、
し
ぱ
し
は
笈
に閥
題
を
残
す

ζ
と
に
な
っ
て
いた
。
こ
のた
め
大

学
側
も
学
生
側
も、
継
続
的
な
交
渉

組
織
の
必
更
性
を痛
感
し
て
いる
。

ζ
の
ほ
ど
ク
ロ
ーズ
ア
ソ
プ
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
の
学
鋸
悶題
も
、
設
計
、
営硬

運
営
構
を
め
ぐ
っ
て
相
当
綿
密
な
交
渉

を
必
蔓
とす
る
た
め、
前
述
の
協
議
機

関
が
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
来
て
い

る
。喜

ー
11
●∩
W9冨～

lI
唖
9
1■
I
I

興

鵬
篇
鮪
工
学
部
長
、

去
る
九月
十
日

丁
学
部
目衛
魯
閻
題

対
策
会
議が
掲
小レ
た六
項
目
に
わ
た

る
公
開
質
問
状
へ
の、
工
≠
郡
教
授
会

側
の回
答
は
、
九
月
三
十
日
現
乱
、
納

周手
に
入れ
る
箏が
で言
な
いこ
と
が

学
生
に
語
る

湖
塾
二昌
襲

と

員
と
藤
本工
学
都
長
と
は
、
公
開
質

問
状
に
関
し
て
の
醇
し
合
い
を
、
学

生
側
十
数
人
出
席
の
も
と
に
行
な
っ

定
員
急
増
対
策
を
め
ぐ
って
大
学

は
一
つ
の
瓢機
にた
って
い
る
が
、

突
誤
に京
大
を
運
営
し
て
い
る
当
嶺

者
に、
そ
の時
々
の問
題
性
を
曲

うて
も
ら
お
う
と
いう
の
が
こ
の
テ

ー
マの
主
旨
で
あ
る
。
(耀
集
部
)

八
月
二
士
一日
か
ら
英
国
政
府
の
招

待
に
よ
り
渡
英
し
て
い
た
奥
田
藁
、

京
大
学
長
は
去
る
九
月
二
十
四
日
帰

款瀕 者
国
レ
た
。
学
畏

は
、
東
北
大
、

広
島
大
、
九
大

の
各
学
畏
と
と

も
に
、
英
国
内

の
大
学
関
係
を

は
じ
め
行
政
機

構
、
建
粟
箏
情

の
視
察
の
目
的
で
招
待
さ
れ
て
い
た

も
の
で
、
ロ
ン
ド
ン
付
近
、
ウ
エ
ー

ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
バ
ー
ミ

ン
ガ
ム
各
地
を
巡
り
、
ま
た
帰
路

に
は
、
ボ
ン
(ド
イ
ツ
)
テ
ヘ
ラン

(イ
ラ
ン
)、
番
港
な
ど
に
も
立
ち
雷

り
、
京
大
西
用
ア
学
術
胴
査
隊
の研

究
ぷ
り
な
ど
を
も
視
察
し
て
き
た
。

以
下
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
制
展
を

申
心
に
、
京
大
の
今
後
の
動
き
な
ど

に
も
ふ
れ
て
話
し
て
も
ら
っ
た
も
の

で
凄
勾。

1
英
国
の
大
学
制
鹿
を
兇
て
の
感
想

か
ら
・…
・9

目
本
の
大
掌
と
威
立
寧
情
か
ら
異

な
って
い
る
こ
と
だ
し
、
個
別
的
な

現
在
の
大
学
制
度
に
つ
い
て
も
日
本

の
と
比
較
し
て
早
急
な
険
罰
対
象
と

学
で
き
る
サ
ン
ド
イ
ッチ
・コー
ス

な
ど
も
あ
る
。
結
局
学士
号
と
か博

士
号
が
あ
ま
り
社
会
的
に価
値
の
対

敢
と
な
ら
な
い
せ
い
か
もし
れ
な
い

技
術
車
新
に
対
応す
る蕉
昧
で、

現
符
猫
に
笑
習
に
噴
点
髪置
いた
理

工
系
大
学
が
多
く
新
設
さ
れ
て
い

る
。い

わ
ゆ
る
「国
立
」大
掌
と
いう

奨
学
金
の普
及
箪
は
九
十
%
を
越

え
て
いる
よ
う
であ
る
。
ま
た
学
生

の
自治
組
織
は
非
借
に騒
備し
てお

り
、
活
勤
拠
点
は
や
はり
学
生
会郎

と
な
っ
て
いる
。
全寅
加
盟
制
の自

治
会は
文
化
、
運
動
各
種
団
体
を
抱

括
す
る
磐員
会ー
常
任
委ー
委
員良

のシ
ス
テ
ムが
あ
り
学
生
大
会
が
最

禍決
議
機
関
であ
る
。
サ
ー
ク
ル
に

"自
治
"の
貫
徹

に
学

ぶ

英
国
の
大
学
事
情
を
視
察
し
て
き
た

す
る
こ
と
は
出
来
な
いが
…
….

一般
的
に
い
っ
て、
さ
ま
ざ
ま
な

独
自
の
棟
式
を
も
った
大
学
が
存
在

し
て
いる
、
と
いう
こ
と
が
印
敦
に

残
った
。
オ
ク
スフ
ォー
ド
大
学
の

よ
う
に
全
教
宮、
学
生
が
景
に
住
み

講
議
制を
とら
ず
チ
ュー
タ
ー
制
を

とり
、
教
官は
学
生
に
諭
文
の
課
題

を
与
え
る
だ
け、
と
いう
と
こ
ろ
も

あ
るし
へ
就贈
者が
半
年
ごと
に
通

概
愈
は
あ
ては
ま
ら
ず
、
各
大
学
が

理
事
会
シス
テ
ムを
と
り
、
そ
の
中

で
の'
囑
に従
って
予
算
を
岡
大
協

のよ
う
な組
織
に
提
出
し
、
そ
れ
を

大
蔵
宵
に
旧接
鮒
求
す
る
よ
う
に
な

っ
て
いる
。
支
給
さ
れ
た
金
は
各
大

学
で
寓
付
金
な
ど
と
も
ソ
ー
ル
さ
れ

独
自
の
使
い方
が
で
き
る
。
そ
の
原

では
国
家
に
対
す
る
大
学
の
自
治
は

完
全
に員
徹
さ
れ
て
いる
よ
う
だ
。

は
政
治
汚
勃団
体
も
あ
リ
ゥ
エ
ル
ズ

では
今
、独
立
駆
動
が
起
って
い
る

が
そ
の
沽
甥
を
し
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。先

程
も
述
へた
よ
う
に
社
会
剛

に
掌
十
号
、
博
ナ
場
を
問
圃
に
レ
な

いこ
と
が
あ
る
が
、
掌
位
を
出
す
大

学
が
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
隈
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
制
伯
だ
。
学
位
を
取
得
し

た
い
学
生
は
日
本
の
博
十
弓
の
賜
合

の
様
に
す
べ
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
、

自
分
の
所
属
し
て
い
}£
〈学
を
通
じ

て論
文
を
提
出
し
試
験
を
う
け
た
う

え
、
そ
こ
で
授
与
さ
れ
る
わ
け
だ
。

日
本
の
場
台
、
学
士
号
で
は
卒
築

大
学
に
よ
って
社
会
的
格
差
が
つ
け

ら
れ
不
台
理
で
あ
る
と
思
う
。
少
な

く
と
も
数
地
方
の
大
学
に
、
統
鰭
す

る
大
学
を
設
け
て
そ
こ
か
ら
学
位
を

授
与
す
る
と
い
う
方
向
は
湾
え
ら
れ

る
。
と
く
に
工
教
卒
貰
牛
の
衡
格
が

問
題
に
な
って
い
る
が
、
通
悦
の
工

学
士
の
貸
格
を
与
え
る
方
事
を
汚
え

る
必
要
が
あ
る
と
忠
う
。

1
蒐
大
と
か
悶
大
協
の
閾
題
に
移
っ

て
、
ま
ず
急
増
対
鍛
に
つ
い
て
…
。

爾
大
協
は
八
月
添
に
急
増
対
策
委

を
開
い
て
い
る
が
、
そ
の
議
夢
録は

ま
だ
目
を
通
し
て
いな
い
。
京大
の

場
台
、
急
増
対
策
に
関
す
る
射
別
な

計
剛
は
な
い
が
、
学
鄙
の
進
展
に
伴

な
う
定
員
増
加
の
要
求
は
従
米
遡
り

の
方
向
で
や
って
い
く
つ
も
り
で
あ

る
。

ー
教
蟹
学
部
殴
置
問
題
と
の
関
蓮は

定
員
増
問
題
が
前堤
と
な
っ
て
い

る
わけ
では
な
く
、
独
自
の
学
部

新
設
と
い
う
形
で
雌
め
る
わ
け
で
、

関
係
学
部
の
総
合
的
な
調
盛
が
必
喪

と
さ
れ
る
。

ー
教
養
協
学
生
会
鋸
の
設
罎
に
つ
い

て
。京

大
会
朗
と
は
別
に
、
教
養
協
に

学
生
会
館
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
、

教
蜜
齢
や
学
生
鄙
か
ら
肇
求
があ
っ

た
こ
と
だ
が
、
位
資
の
聞
題
が
残
っ

て
い
る
、
文
部
省
規
定
の
学
館
と
な

る
わ
け
で
、
サ
ー
ク
ル
・ボ
ック
ス

な
ど
は
京大
会
鮎
の
建
設
にま
ち
た

い
。
駅大
会
闘
は七
十岡
年
紀念
準

備
委
員
会
で計
圃中
であ
る
が
予
算

の
関
係
でま
だ貝
体
的
な
も
のと
は

な
っ
て
いな
い。
いず
れ
にし
ても

管
理
運嘗
に関
し
ては
大
学側
の
貸

員
会
と学
生
・院
生
ら
の代
衰
によ

る協
議
会
で
の
検
討
、
と
いう
従

来
の
方
向
で随
し
あ
っ
て
いき
た

い
。

た
席
上
、
学
邪
長
は
、
質
問
状
に
同

答
を
富
せ
る
必
製
は
な
い
し
、
教
授

会
に
は
か
る
必
蟹
も
な
い
と
述
べ
、

学
生
側
に
対
し
、
補
導
さ黄
を
通
じ

て
謡
し
合
い
を
す
る
と
か
、
回
答
を

審
せ
る
必
嬰
の
な
ぬ
埋
由
を
明
ら
か

に
し
な
い
な
ど
、
問
題
を
誠
突
に
把

握
し
な
い
態
レ
が
見
ら
れ
た
様
子
で

あ
る
。
継
局
、
こ
の
日
の
会
談
で
は

こ
の
問
題
に
関
し
て、
一切
回
答し

な
い
旨
の
学
郎
長側
の
意
向
が
は
っ
き

り
と
レ
た
。

同
対
策
会
議
では
、
踊
答を
謝
せ
る
必

要
の
な
い
理由
を
明
ら
か
にす
る
た
め

に
、
十
月
二
日
昼休
み
、
正式
に学
部

長
と
の
会談
を
持
った
。
一方自
衛
窟

入
学
反
対
全
学
対策
協
議
会
準
備
会
が

肌詳
楚
ボ報
籏
劉
世

第
三
共
岡研
冤室
で会
を
持
ち
、
経
雌
一

報
告
と
今
後
の展
望
な
ど
の釘
論
が
な

さ
れ
る
こ
と
にな
っ
て
いる
。

こ
れ
ら
一運
の自
衛
宿
間
魑
に
つ
い

て
、
活動
を
共
に
し
て
いる
京大
平

和委
最
会で
は
、
十
月
一日
経
済
学

部池
上停
助
教
授
の
講
演
会を
開
き

学生
に対
す
る
憎
眉
沽
動
を
強
め
て

い
る
が、
他
ガ
、
西
部
、
北
齢
食
堂

に掲
小さ
れ
た
自
衡
官
問
題
に
闘
す

る
壁新
閲
が
、
掲
小さ
れ
た
当
日
に

破
られ
る
な
ど
、
活
動
を
防
嵜
す
る

者も
あ
ら
わ
れ
て
き
て
いる
よ
う
す

で
あ
る。

三
島
由
紀
夫
氏

の
小
脱
「宴
の
あ

と
」
に
有
罪
の
判

決
が
下
った
。
こ

の
小
説
の
モ
デ
ル

と
み
ら
れ
る
有
田
八郎
氏
が
、
プ
ラ

[イ
バ
シ
ー
の
優箸
と
し
て
告訴
し
、

ロ

そ
れ
に
対
し
て
・口
論
、
表
現
の
自
由

の
優
位
を
か
かげ
た
三
島
氏
ら
の
"法

廷
闘
箏
κ
が
敗北
し
た
わ
け
で
ある

▼
私
生
活
が
窟思
に
反
し
て
不
労
に

公
表
さ
れ
た
り
、ノ
ゾ
キ
見
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
か
ら
保
橿
さ
れ
る
権
利
ー
と

ワ菰
術
π
性
を
め
ぐ
っ
て
の
争
い
、
い

わ
は
くフ
ィ
ク
シ
ョ
ン
V
の
次元
と
〈

現
実
〉
の
鵡
理
の
それ
目
体
背
理
の
か

ら
み
あ
い
は
、
チ
ャ
タ
レ
ー
裁
判
、サ

ド
裁
判
な
ど
に
代表
され
る、
思
想と

表
現
へ
の
〈
現
実
〉
的強
力
に
よ
る
規

制
の
歴
史
が
顕
仕
化
さ
せ
て
きた
思
想

的
構
直
と
、
い
ささ
かも
異
ると
こ
ろ

は
あ
り
え
な
い
と思
わ
れ
る
け
れ
ど、

〈
狽
せ
つ
〉
なれ
し
た
イ
ン
テ
リ
蒲兄

の
閥
に
も者
+
の員
相を
もた
らし

たよ
う
であ
る
。
つま
り
,失
な
う
も

の
∬を
も
つ
請兄
に
と
っ
てプ
ライ
バ

シL
は
法
的
に擁
護
さ
れ
る
もの
であ

り、
今
回
の判
決
は
昌論
の
目
由
と
の

相
関は
別
とし
て、
歓
迎
さ
れ
る
べき

も
の
だ
と
い
う
・
▼斗
野
謙
と
いう
「

文要
」評
論
家
が
「サ
ド
裁
判
」
を
ど

う
内的
にだ
想
化
す
る
こ
と
によ
っ
て

〈角
田
八郎
に敬
意
を
表
す
〉
(
「短

日」
九。
二
九)
よ
う
にな
った
か
定

か
ては
な
いが
、
こ
の
相
関
に
疵
視
し

な
いで
く挙
実
と
いう
次
元
V(同
前
)

に
のめ
り
こ
ん
で
の
客
観
批
群
は
いた

だ
け
な
いの
で
あ
る
。
問
題
の
所
在
は

〈扇
実
〉を
モ
デ
ル
と
し
な
が
ら
も
そ

れ
を
〈文
芋
化
〉し
〈書
物
〉と
し
て

外
在
化
し
た
次
元
に
お
いて
は
、
す
な

わ
ち
作
家
と
いう
人
問
的
価
値
を
疎
外

し
た
、
内
容
と
し
て
の
くブ
イ
ク
シ
ョ

ン
Vは
、
そ
れ
自
体
〈事
実
〉
に
対
立

す
る
と
いう
蓄
作
物
の
普
遍
的
性
格
を

押
解
す
る
か
、
否
か
に
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
〈,咽む
〉
と
い
う
作
λ
は
〈個
〉

に
と
って
そ
の
擬
制
的
な
内
谷
を
解
体

し
穿
体
化
し
て
い
く
過
程
に
他
篭
ら
准

いの
て
あ
る
▼
〈芸
術
葡
に
す
ぐ
れ
て

いる
こ
と
に
よ
って
〉
〈名
誉
殿
損
罪

に
は
な
ら
な
い
〉
(同
創
)
な
ど
と
い

う
倒
錆
し
た
観
点
か
ら
は
〈モ
デ
ル
小

説
は
小
説
と
し
て
の
文
学
価
値
の
ほ
か

に
、
モ
デ
ル
的
典
妹
に
航管
の
関
心
が

向
け
ら
れ
る
宿
命
に
あ
る
〉
と
す
る
判

決
又
に
対
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
思
う
の
だ
.
又
学
裁
判
を
つ
ら
ぬ
く

<
一般
読
者
の
受
け
と
り
方
〉
を
根
拠

と
す
る
〈現
突
〉
か
ら
の
諭
鯉
を
乗
り

越
え
る
の
は
、
た
だ
〈フ
ィ
ク
シ
ヨ
ン

の
迭
兀〉
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
貫
徹
す

る
こ
と
に
よ
って
の
み
と
怒
わ
れ
る
。

レ
コ
ー
に
の
併
用
に
よ
り
あ
な
た
の
戦
力
を

倍
加
さ
せ
る
フ
ラ
ン
ス
交
法
書
の
決
定
版
!

実
用
初
等

く最奪

フ
ブ
ン
ス
語

東
北
大助
教
授

佐
藤
房
密
・穴
木
●
・泉
田
鱈
二
共
著

文
法
の部
と
会
話
の
手
引
き
か
ら形
成
さ
れる
本
書
は
、
発
音ほ

カ
タ
カ
ナで
示し
、
文
法
の
部
に
は
説
章3
編
を
添
え
て初
学
者

の
読解
力
の養
成
を
は
か
る
と
共
に
、現
実
に
即
し
た
会
話
の
用

例
を
豊
冨に
と
り
入
れ
た
フ
ラ
ン
ス
文
法薄
の
決
定
版
!
生
きた

会
話
の
習爆
に
は
別
売
の
レ
コ
ー
ド
を併
用
、
あ
な
た
の
語
学
力

を
さ
ら
に充
笑
さ
せ
て
下
さ
い
.
A
5
判
・三
一六
頁
¥
六
八
〇

臼水社 東京神田州町3
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中
世
のデ
ュ
・ベ
レ
ー
か
ら
ヴ
ェ
ルレ
ー
ヌ
、
ラ
ン
ボ
ー
に
いた

る
文
学作
品
を
吹
ぎ
込
ん
だ
シ
ート
を
王体
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
が

学
べ
る理
想
的
入
門
書
。
白
水
社
シ乳

ブ
ック
ス
の
姉
妹
網
。

A
変
型
・ビ
ニー
ル
襲
箱
入
∠
ア
キス
ト
64
頁

¥
闘O
O
O

なこが おゴ

1鱗講
騰㌧藁獲 影'

 

新

和

仏
中
辞
典

三駈
魏

司

大
杉巣

全
集H

第5

巻

四六

判函

入
/
60

0円

窮
9
回配

本■

政冶

と文
学
論
争
の先

駆と

もいうべき大正期の民衆芸術論争に競要な

一
石を

投じ
た

幕界

の
た
め
の新

し

き
芸術
」
をは

じめ
、

社会

閥
題
と
芸術

問題のあいだを鋭く衝いた文芸評論寡ーー汰杉栄の多彩なエソセイ・年家論・詩と感想などを堤人成する闘解脱祠久保田芳太朗

民
衆芸

術
論

第
ゆ圃

配本

脹第

H巻

■人

杉
栄
の
文芸

思想に影響を与えたロマン・ロエフン罠衆芸術論」の全訳と翻訳小説0録

■金
14
巻
掴既

刊太

宇

⑧一
革諮

家
の思

い出

1

dゆ
膏
宰
に訴

う

⑲國
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の思

い出

n

②
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帽互

扶
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嬢致

府主
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叙
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④
ク
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曹
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⑦
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警
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ハ
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ス
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ス
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コ
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坂

静
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著
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工

学
ハ
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村
山
朔
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編
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申
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送
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練
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舗

遜

朝

倉

書

店

専攻最適の執筆壱にょる思想大系!

①
ミ

ル

小
泉

仰
轟

②
ニ

ー

チ

ェ
信
歪

三
著

⑧
カ

ル

ヴ

ァ
ン

森
井

④
プ

ラ

ト

⑤
老

⑥
荘

富
男
著

子

原
舅

著

占
罎
治
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子 ン
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倫理道徳の思想史的関心に応えた
完壁な資料/思想史上の位置、主
要著作の解説及びその背景ならびに発展的研究に資した朋快な叙述
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今
日
の

ほ

、・琢

雌聡

象

蕪
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陣
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批
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.思

想
闘

争
と
は

何
か

 

安
価
な
疎
外
感
の
助
長

「響

£

と
蕩

撮

ρ
書

の
イ
メ
ー
ジ
V
は
、
時
間
の
空
白
を

破
徴
し
て
い
る
。
時
聞
と
い
う
の
は

暫
学
者
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
内
部
感
覚

の
形
式
だ
が
、
時
閥
そ
の
も
の
を
充

冥
し
て
と
ら
え
る
の
は
、
お
お
む
ね

一驚
の
祉
会
横
序
に
そ
っ
て
す
ご
さ

れ
る
生
沽
時
間
の
感
城
で
ある
。

こ
の
生
活
時
聞
が、
敗
戦
と
いう

天
皇
制
社
会
横
序
の
破局
にあ
た
っ

て
、
空
白
に
お
ち
い
った
と
き
、
そ

こ
に
蝉
の
哺
き
州
が
園間
の
窒
転
と

し
て
印
象
づ
け
られ
る
こ
と
に
な

る
。

ヘ
ヘヘ
ヘ
ヘ
へ

こ
れ
に
た
違

都
会の
敗
戦
イ

?

ツ
ほ
コサロコロロロ

E
r…鱒一、

し差1

■刷殉幽●●■鱒■τ.

嚇 村;

 

ヘ
ヘ
ヘ
へも

ヘ
ヘ
ヘ

メ
ー
ジ
は
、
空
間
的
で
あ
る
。
敗
戦

も
し
く
は
載
徒
の
出
発
の
イ
メ
ー
ジ

と
し
て、
京
浜
、
阪
神
、
そ
の
他
の

都
市
の
人
ひ
と
の
鵡
憾
に
結
ば
れ
る

心
象
は
く脆
虚
V
で
あ
る
。
空
襲
に

よ
る
郁
市
の
俄
壇
は
、
空
間
を
き
る

ス
カ
イ
・ラ
イ
ン
を
消
滅
さ
せ
、
残

っ
た
の
は
虚
ろ
な
空
間
の
残
骸
で
あ

一月
に
膏
銀
扇
件
がお
こ
り
、
「巣
鴨
内閣
」
と
い

わ
れ
た
芦
円
内
閣
が
昭
電
汚
職
で
つぶ
れ
、
十
二月
に

は
東
駅
藏
判
の
判
決
どお
り、
七
人
の戦
争
指
導
者
の

絞
首
刑
が
行
わ
れ
て
いる
。
松
本治
一郎
が
参
院
副
議

長
で
「カ
ニ
の
械ぱ
い
な
ど
やれ
る
か
ー
」
と
天
息
揮

躊
を
断
り
、
西
雌
副総
碑
は
政
治
献
金
を
過
求
さ
れ
て

「書起
長
た
る
個入
」
が
嫉
った
と
いう
キ
ベ
ン
を
使

い、
ひ
ば
つ
とチ
エミ
が
デ
ビ
ュ占

た
卸で
あ
る
。

ひ
ば
りは
そ
の前
平N
HK
の
の
ど
自
糊
で
鍬
ひ

と
つ
で「で
は
ま
た
い
ら
っ
し
ゃ
い
」と
いわ
れ
た

の
だ
が濯
シ
ャン
ソ
ン
」を
ま
ね
て
子
供
が
大
人
し

の
欧を
賦
っ
て
一年
後
に
q場
し
た
こ
と
は
、
そ

の
ス
タ
ー
睡撃
に
ど
のよ
う
な
シ
ク
ミ
が
あ
っ
た

に
せ
よ、
愈
外な
燦翠
であ
った
。
前
鱈の
笠
置

シ
ズ
コ
の
「東
以
のソ
ギ
ブ
ギ
」
が
大
人
が
子
怯

の
ま
ね
を
す
る
,誤
始
へ耐
れ

の̀
思
想
で
あ
る

と
す
れ
ば、
ひ
ぱり
の
¢煽
は
子
供が
大
人
の
ま

ね
を
し
て
み
せる
扱
均
の無

で
あ
った
.
そ
し

て
戦
筏
又
化
の
な
か
の
二
つ
の巡
方
圃
、
ひ
と
つ

は
「日
不
人
と
は何
か
」を
求
め
、
そ
の
焼
あ
と

の
地
面
を
掘
っ
てさ
ら
に
思想
同に
追
求
し
よ
う

と
申2る
も
の
と
、占
領
と
いう
堀
冥
洲
識
か
ら
、

欧
米
又
化
をた
だた
だ這
い
かけ
よ
う
と
す
る
も

の
と
が
、
笠
澱
の
「ブ
ギ
ブ
ギ
」と
、
ひ
ば
り
の

「東
京
キ
ッ
ド
〕
にあ
ら
わ
さ
れ
、
し
か
も
子
供

ス
タ
ア
の
中
性
の
μ
が大
人
ス
タ
ア
の
あ
ま
った

れ
を
食
い
つ
つ
あ
った
の
であ
る
。
そ
し
てこ
の

日
本
文
化
の
二
元
性
、過
去
の
戦争
目
的
に
も
あ

っ
た
二
つ
の
対
V
で
も
あ
った
.

映
画
界
は
前
年
二
、
三
不
だ
った
職
後
フ
ラ
ン

ス
映
圃
が
十
七
本
封
切
ら
れ、
イ
ギ
リ
ス
映
画
も

十
五
本ヘ
ソ
ビ
エ
ト
映
閲
も九
本
と
い
つふ
う
に

ふ
え
、
前
年
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
映
剛を
いみ
し
た

と
い
う
状
勢
を
一変
レ
た
。た
と
えぱ
ジ
ャン
・

マレ
エ
の
「悲
恋
」
(ド
ラ
ノア
)
「旅路
の巣

て
」
(デ
ュ
ビ
ビ
エ
)
「海
の芽
」

ン
)
11
仏
「逢
び
き
」

「イ
ワ
ン
圃
帝
」
「シ
ベ
リ
ア
語物
」

酬
ン
タ
リ
ー
に
拍
手
し
た
。
木
下
思介
の
「女
」
を
賞
し

な
が
ら
、
煕
沢
明
の
「酔
い
ど
れ
天
使
」
に
も
拍
手
し

た
。
と
い
う
の
は
戦
筏
の
門
職
赦
治
も
四欧
文
化
も
わ

れ
わ
れ
の
実
瞳
と
は
と
お
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

ほ
ん
と
う
に
わ
れ
わ
れ
の
き
き
た
か
っ
た
の
は
な
ぜ

帝
銀
麟
件
な
ど
と
い
う
も
の
が
お
こ
ら
な
く
て
はな
ら

脚
ド
ラ
マ喬

す
る
と
と
も
三

海
の
牙
」
の
ド
圭

メ

登場

 

り

(ル
ネ
・ク
レ
マ

(デ
ビ
ット
。り
ー
ン
)
闘
英

(イ
ワ
ン
・フ

ィ
リ
エ
フ
)
1ー
ン
な
ど
が
公
開
さ
れ、
映圃
関
係
首に

は
「海
の
牙
」
の
ド
キ
ェ
メン
タ
リタ
ッチ
が
さわ
が

れ
「レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」
が
流
行
語
に
な
り着
い人
た
ち

に
は
「寒
し
き
バ
イ
カ
リ
ア
」
の
欲
戸
が
腰
場
でカ
ス

ト
U
酒
場
で
う
た
わ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
な
お
う
え

て
い
た
と
は
い
え
「旅
路
の
巣
て
」
と
「遠
ぴ
き
」
の

　
④

948年

 

1

一「海 の牙」の公 開 とひば
な
か
っ
た
か
。
平
沢
と
い
う
男
は
何を
しよ
う
と

レ
た
の
か
。
ま
た
東
京
裁
判
は
い
った
い何
の権

威
を
も
っ
て
わ
れ
わ
れ
を
さ
ば
い
て
い
る
の
か。

な
ぜ
、
大
衆
の
拍
手
を
あ
び
て
置
場レ
た社
会
渚

も
砂版
に
ま
き
こ
ま
れ
ね
ば
な
らな
か
った
の
か

。
ま
た
日
本
に
狛螺
が
生
き
て
いた
と
した
ら
、

な
ぜ
広
田
被
告
断
罪
反
対
の
実
際
行勤
が
戸17わ
れ

な
か
っ
た
の
か
。
終
戦
の
痛
み
から
と
お
の
い
て

ゆ
く
と
す
べ
て
は
占
鎖
と
民
主
王
輔
のた
め
に、

あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か。
日
本
人
と

い
う
の
は
存
在
ず
る
の
か
ど
う
か
。
1
こ
れ
ら

根
本
の
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
限
り、
ま
た
つく

ら
れ
た
映
圃
は
つ
く
ら
れ
た
も
の
にす
ぎ
な
いと

い
う
思
い
が
、
し
き
り
で
あ
っ
た
。

た
だ
ク
レ
マ
ン
の
「海
の
牙
」
は
妙な
想
裸を

わ
れ
わ
れ
に
与
え
た
。
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
の知
⊥
を
す

ぐ
り
、
新
し
い
帝
国
を
め
ざ
し
て
軍港
を
出
軌す

る
ナ
ナ
の
潜
水
艦
は
、
お
そ
ら
く
崩
壊し
た
ナ
ナ

の
思
い
出
を
再
建
し
よ
う
と
し
た
の
であ
ろ
う
。

私
は
防
空
覆
の
な
か
か
ら
出
発
す
る
U
ボ
ート
を

子
宮
か
ら
生
ま
れ
る
幼
児
を
想
腿
レ
た
。
人
間
は

自
己
完
結
性
を
求
め
て
、
何
反
も
新し
い
出
発を

す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
必
ず
終
り
があ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
母
の
体
内
で
つ
く
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
開
国
の
シ
ョ
ソ
ク
か
ら
日
本
の

近
代
史
は
は
じ
ま
った
が
、
再
び
敗
戦
の
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
、
同
じ
西
欧
を
坦
い
か
け
よ
う
と
し
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
く
り
か
え
し
し
か
で
き
な
い
ゆ
え
ん

は
、
日
本
人
が
日
本
と
い
う
母
体
か
ら
し
か
製
造
さ
れ

な
いか
ら
で
は
な
い
の
か
。
あ
れ
か
ら
八
ヰ
後
や
っ
と

国
際
裁
判
批
判
映
圓
が
つ
く
ら
れ
、
十
五
年
後
に
「帝

銀
嚇件
」
の
嵐
相
を
衝
く
映
圃
が
で
き
る
と
い
う
テ
イ

タ
ラク
な
の
で
あ
る
/

(写
真は
「溝
の
牙
」
か
ら
)

小

川

徹

(峡
画
評
論
家
)
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'

る
」
(傍
点
山
田
)

「現
代
の
眠
」
六
四
㌻
九
月
ぢ
に
、

山
田
君
は
江
藤
文
夫
・眉
川
弘
義
・尾

崎
秀
樹
君
ら
と
前
説
し
た
「戦
後
の
イ

メ
ー
ジ
」
を、
右
のよ
う
に
目己
の
貿

任
で
執簿
し
て
いる
。
こ
の文
に製
れ

て
い
る蹴
き
ぶ
り
こ
そ、
君
の
と
が
め

る
安
価
な
〈疎
外
骸
〉
の
助
長
し
か
行

え
ぬ
の
であ
る
。
何
が
八
・
一五
の
油

蝉
だ
。
つく
つ
く
ぼ
う
し
も
う
黙
れ
、

と
う
た
って
死
ん
で
行
った
詩
人
の
思

いさ
え
、
看
に
は
わ
か
ら
ず
、
安
西
均

の
選
と
解
瀦
な
ぞ
そ
の
ま
ま
肯
定
し

て
、
討
な
ぞ
論
じ
な
い
方
が
よ
い
の

だ
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
尊
ぷ
哲
学
者
なら

嫌
引
き
の
詩
は
や
め
た
方
が
い
い
。
鶴

見
俊
輔
な
ぞ
に
、
ま
あ
右
の
三
霧
で
も

よ
い
が
十
分
学
ん
で、
実
紐
に
徹す
る

な
ら
そ
れ
も
廻
で
あ
ろ
う
。
八
。
一五

の
色
だ
の
置
だ
の
い
う
な
らデ
ータ
ー

は
も
っ
と
たく
さ
んあ
る
。
も
っ
と男

力
しな
く
ては
、
デ
ー
タ
だ
っ
て収
集

・聾
埋
でき
は
し
な
い
。
そし
て
そう

し
た
デ
ー
タは
、
そ
こ
に
一寸
し
た
患

い
つ
き
のア
イ
デア
を
ぶ
っ
か
け
れば

か
っ
こ
う
が
つく
と
い
うよ
う
聖
皐

純
な
も
の
でな
い
の
だ。
現
実
と
は
、

も
っ
と
お
そ
ろし
い
も
のな
の
だ。
色

・背
と
い
った
も
のは
唯
物論
者
であ

る
君
に
と
っ
ては
物質
であ
ろ
う。
そ

れ
を
人
同の
感
冨
感覚
と
す
る説
に
反

対
す
る
だ
ろ
う
。
だ
った
ら
そ
こ
から

イ
メ
ー
ジ
の
つく
ら
れ
る
つく
ら
れ方

は
ど
う
な
る
の
か
。
「戦
後
の
イメ
ー

ジ
」
を
君
は
い
う
、
だ
いた
い
君
のイ

メ
ー
シ
と
い
う
刀
テ
ゴ
リは
、
ど
う
い

う
内
岱
を
、
も
は
や
そ
れ
以
上
ど
う
に

も
な
ら
ぬ
ギ
コ
ギ
リ
の
内
容を
も
っ
て

い
る
の
だ
。
カ
テ
ゴ
リ
と
は
そ
う
い
う

も
の
で
な
い
の
か
。

君
自
身
の
カ
テ
ゴ
リ
の
な
い
カ
テ
ゴ

リ
論
が
無
意
昧
だ
と
は
か
り
い
う
の
で

は
な
い
の
で
、
そ
れ
は
け
っ
ご
う
アン

チ
テ
ー
ゼ
に
は
な
る
が
、
春
秋
社
刊

「現
代
の
発
兄
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
十
二

巻
の
月
報
で
い
っ
て
お
い
た
よ
う
に
、

山
田
君
は
コ
ン
ト
ラ
デ
ク
テ
オ
・イ
ン

・ア
ジ
ェク
ト
オ
を
お
か
す
こ
と
の
平

気
な
人
で
あ
る
。
自
己
の
た
ま
し
い
に

ふ
か
い
矛
盾
を
も
っ
て
い
る
の
な
ら
い

い
の
だ
、
が
、
タ
ー
ム
は
、
大
¥
に
し

て
も
ら
わ
ぬ
と
な
ら
ぬ
。
ひ
と
つ
の
タ

ー
ム
申竃
心
に
た
し
か
め
る
た
め
、
何

年
を
つ
い
や
す
男
力
を
し
ら
ぬ
者
に
、

カ
テ
ゴ
リ
が
ム々
で
き
は
し
な
い
。

「生
き
生
き
と
し
た
戦
從
の
総
体
」

を
さ
ぐ
り
た
い
と
は
、
君
の
国
ら
に
謀

し
た
アー
マ
で
あ
る
。
だ
が
、
で
あ
っ

た
な
ら
、
君
は
、
そ
の
「総
体
」
把
握

の
力
法
を
目
ら
つ
く
ら
ね
ば
准
る
ま
い

君
の
ヴ
ィ
ジ
ョン
と
、
君
の
.繭
押
と
を

そ
れ
ぞ
れ
に
対
質
的
な
も
の
と
し
て
、

そ
の
矛
盾
を
と
り
出
し
瀕
練
を
か
さ
ね

た
上
で
、
b者
の
か
か
わ
り
を
綿
合
し

てゆ
く
'目為
を
と
ら
ね
は
な
る
ま
い
。

ヴ
ィジ
ョン
と
爾埋
と
の
云
易
な
蔽
い

合
いは
、
と
く
に
哲
争
首
に
と
って
、

いま
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ぬ
。
君
の
、醐埋

は
、
君
の
始
い
つ
さ
(そ
れ
は
ウ
ィ
ジ

ョン
と
いう
に
魚し
い
も
の
だ
)
を
ぶ

っか
け
る
こ
と
で
一め
ら
れ
、
ご
ま
か

さ
れ
て
は
な
6
ぬ
。

「
戦
争
体
験
」
と
惰
念

「八
。一五
,」念
は
椴
念
の
執
着
を

も
う
て持
続
さ
れ
る
に
儒
す
る
事
業
で

あ
る
」
("ハ四
年
八
月
号
「想
想
の
科

ウ
」
「職
業
人
の
敗
職
体
験
」
)
と
い

う
と
乙う
か
ら
、
君
は
「戦
後
の
総

体
し
へ向
お
う
と
し
て
いる
。
こ
れ
は

こ
や
日体
よ
いの
で
あ
る
。
ぼ
く
は
長

く
山
出君
を
靴
塾
U
て
い
る
が
、
批

判
者
が、
卑
な
る
揚
げ
星
と
り
を
す

ま
いと
心が
ける
な
ら
、
彼
は
何
よ
り

も
相手
のと
も
か
く
す
ぐれ
た
点
-

さし
てす
ぐ
れ
た
点
が
な
いな
ら
せ
め

て許
す
べき
点
を
見
出
す
こ
と
に
気
を

つ
け
ねぱ
な
る
ま
い。
筆
酋
も
ま
た
、

山
田君
に
つ
いて
、
彼
の
す
ぐ
れ
た
と

こ
ろ
を
さ
が
そう
と
努
め
て
米
た
が
ゆ

え
に
こ
う
も
いう
のだ
。
せ
め
て
、
君

は
今
日、
君
の
「情
念
の執
着
」
を
貫

く
た
め
にこ
そ、

(一
)
一切
の情
り
も
の
の
概
念
を
捨

てよ
。

論
が
、
急
進
部
分
と
こ
れ
を
す
す
める

歴
史
的
動
機
と
を
、
支
配
躍
級
の
諭
理

よ
り
も
先
取
り
す
Oと
こ
ろ
ま
で、
自

己
変
革
を
と
げ
る
必
要は
、
現
在
の
雌

歩
的
な
知
的
機
能
に
と
っ
て
最
大
の
課

題
と
し
て
存
在
し
て
いる
の
だ
」
(前

記
「職
菜
人
の
敗
戦
体
験
」
)な
ぞ
と

い
って
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
こ
そ、
鵜
が

「中
央
公
臨
」
士
月
号
で
葛
本
随明
暑

に
鮒
レ
て
「さ
い
ご
の
アイ
デ
ィア
リ

ス
ト
よ
、
属
を
い
か
ら
す
な
]な
ぞ
と

大
人
ぶ
っ
て
み
せ
て
い
る
そ
の
相手
の

「属
」
よ
り
は
る
か
に
賛
弱な
君
の肩

を
い
か
ら
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の

だ
。
日
本
イ
ン
テ
リ
の
ア
イデ
ィア
リ

ズ
ム
を
ほ
う
む
り
、
ロ
マ
ンテ
ィシ
ズ

ム
を
ほ
う
む
っ
た
も
の
の
一人
で自
分

が
在
る
と
、
君
はし
ら
ぬ
の
か
。
そ
の

自
覚
な
し
の
、
「理
諭
」
の
「先
取

り
」
と
は
い
っ
た
い
何
か
。
支
配
階
級

の
論
埋
と
君
の
い
う
も
の
に
は、
お
そ

ろ
し
く
柑
密
な
¥
レ
ニ
ン
の
「唯
物
臓

押
し
出し
て
も
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

には
」優
秀
な
、そ
れ
ま
で
こ
の
西
欧
世

鼻
に存
し
な
か
った
モ
ラ
ル
(極
棄
に

は
別
のも
の
が
存
じ
た
が
、
そ
れ
は
お

く
)が
保
持
さ
れ
て
も
い
た
の
だ
。
こ

の
9実
績
`
を
手
に
収
め
て
い
る
諭
理

は
、
た
だ
そ
れ
が
観
念
諭
だ
と
い
って

な
んく
せ
を
つけ
よ
う
と
、
平
尊
な
ど

と
い
う
のは
フ
ィ
ク
ソ
躍ン
だ
と
き
め

つけ
よ
う
と
、
鵬
級
的
、
社
会
科
学
的

にそ
う
いえ
る
の
み
で
あ
って
、
螂易

に
うち
く
だ
け
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の諭
理
が
いか
に
今
日
少
薮
支
配
省

の手
のう
ち
に
利
用
さ
れ
患
用
さ
れ
よ

う
と、
旧
び
て
見
え
よ
う
と
、
そ
の
こ

と
を
実
証
し
て
み
せ
た
だ
け
で
論
理
と

し
て打
眼
レ
た
こ
と
に
は
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
。山
田
溜
の
行
諭
目
体
が
、
い
か

に、
こ
の鹸
埋
の
構
成
を
借
用
し
て
い

る
か、
胸
に手
を
当
て
て
考
え
て
み
れ

ぱわ
かる
こ
と
で
あ
る
。
「先
取
り
」

ど
こ
ろ
か、
君
た
ち
唯
物
諭
哲
学
省

現
象
学
的
な
把
握
と
自
然
科
学
的
な
把

搬
と
の
聞
の
亀
裂
が
目
立
つ
が、
そ
の

隙
に
っ
け
こ
も
う
な
ぞ
と
い
う
だ
け
で

は
、
た
ぶ
ん
思
想
の
闘
い
に
は
な
ら
ぬ

で
あ
ろ
う
。
思
想
の
闘
い
にお
い
て

は
浅
単
に
隙
を
ね
ら
っ
た
り、
敵
の
弱

い
と
ζ
う
か
ら
獣
っ
てゆ
くな
ぞ
と

い
う
軍
事
的
闘
い
の
方
式
は
と
れ
ぬ
の

だ
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
君
の悩
爵

す
る
グ
ラ
ム
シ
の
い
い
の
こ
レ
元
と
こ

ろ
で
あ
る
。
敵
の
も
っ
と
も
強
い根
幹

郎
分
へ
迫
り
、
そ
ζ
を
堂
々
と㍉
ほり

く
ず
し
て
ゆ
く
こ
と
な
し
に、
思
想
の

幽
い
は
な
い
。

自
己
を
慧
え
る
決
意
を

堂
々
た
る
闘
い
に
は、
堂
々
た
る敗

北
の
公
算
が
あ
る
。
仮
設
の
上
に
仮
設

を
か
さ
ね
て
ゆ
く
こ
と
で
なし
に
、
己

れ
の
仮
股
をう
ち
く
だ
く
こ
と
で、
己

れ
を
己
れ
が
押
っ
て
ゆ
く
決
意
が
妥

る
。
そ
の
決
撒
な
し
に
、
た
だ
疎
外感

自
己
の
情
念
の
分
析
を

(二
)
何
よ
り
もま
ず
己
れ
の
柑
念
を

分
析
せよ
。

目
共
代
木々
の
鯉論
傾
向
を
破
る
と

いう
な
ら
、
そ
の
「理
論
傾
向
」
に
盛

つわ
って
き
た
理
論
認
識
の
構
遣
自
体

に
しの
ん
で
いる
、
西
欧
十
八
・十
九

世
紀
風
の感
覚
・感
情
・意
志
そ
の
他

の
概
念
を
破
り
、
楽
り
越
え
て
ゆ
く
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
な
し
に
、
「反
体
制

グ
イ

ジ
ョ
ン
と
論
理
の
覆
い
合

い

と
経
験
批
判
論
」
な
ど
で
は
俄
り
え
て

い
な
い
分
析
哲
掌
が
あ
り
、
そ
の
結
論

と
も
い
え
る
と
こ
ろ
の
,人
聞
は
、
不

可
侵
の
、
だ
が
平
等
な
観
念
を
も
っ
て

生
き
得
る
の
だ
6
と
い
う
テ
エ
ゼ
が
そ

び
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た

事
実
、
そ
の
埋
齢
の
発
祥
し
た
国
々
の

市
民
革
命
期
に
お
い
て
は
、
市
民
は
ヴ

ィヴ
ィ
ド
な
観
念
を
保
有
し
て
臼
己
を

批判(3)1灘購 灘簸

④

は
、
例
段
も
側
十
紋
も
お
く
れ
て
いる

の
だ
。
感
覚
や
情
念
に
つ
い
て
の耕
神

医
字
・脳
外
科
字、
あ
る
い
は他
の科

学
は
、
し
か
も
、
君た
ち
より
先
に
、

二
十
世
紀
後
半
の
「人
生
の
間題
」と

し
て
、
「感
ずる
」と
い
う
こと
の解

明
を
甲
心
命
題
に
据
え、
科
学
の成
果

を
、
碓
笑
に
君
の
い
う
「体
制側
」
の

哲
学
に
く
み
こ
も
う
と
訊
み
て
いる
の

だ
。
現
在
、
彼
ら
の
哲
学
に
お
い
て、

に泣
き
ぬれ
る
の
は
や
め
ま
し
ょう
、

と叫
ん
でも
、
そ
れ
は
叫
び
に
は
な
ら

な
い。
映
画
「秋
津
温
泉
」
の
岡
田
ま

り
子
を
君
は
裳
す
る
と
いう
が
、
霜
の

「挽
限
」
「狛
殊
」
の
概
怠
は
いか
に

形
成
さ
れ
て
いる
の
か
。
君
の
八
・
一

五
のよ
う
な状
況
に
お
け
る
「時
閥
」

「黛
聞
」と
いう
ア
イ
デ
ィア
の
と
り

出し
カ
、
そ
れ
は
へた
な
欝
き
わ
り
を

出な
い。
今
日
、
八
・
一五
を
経
た
も

の
の
恕慧
と
は、
も
っと
二
璽
三
翼

構
造
を
も
た
ね
ば
在
ら
ず
、
た
く
さ
ん

の
影を
も
って
いる
。
怨
憲
は
パ
ラ
ド

ク
シ
カ
ル
でも
あ
れ
は
、
メ
タ
フ
ィジ

カル
で
も
あ
り
、
人
聞
の
リ
ア
リ
テ
ィ

と
人商
の世
界
内
存
在
に
つい
て
の
ア

イ
デ
ィア
が
つま
り
わ
れ
わ
れ
の
琵
佳

意
識と
い
っ
ても
よ
いの
だ
が
k

所

与
のシ
チ
ュ
エ↓
γ
ヨン
に
所
属
寸る

と
いう
ζ
と
を
生
命
を
か
け
て
計
す
る

と同
時
に
、
そ
の所
弼
を
拒
絶
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
必
然
を
有
し
つ
つ、
旋
同
す
る

の
であ
る
。
外
旋
と
内
旋
と
の
こ
の
交

鋳
の、
ロ
マン
テ
ィシ
ス
ムを
内
に
ふ

く
め
た
リ
ア
リ
ズ
ムな
ぞ
と
い
う
の
で

は
な
い構
造
を
、君
は
輪
埋
化
す
る
こ

と
なし
に
思
い
つき
を
ぶ
っか
け
て
も

っ
て足
れ
り
と
して
は
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。構
遣
改
革
齢
は
、
「疎
外
の
回
復

の問
題
に
つ
い
て、
マ
ル
ク
ス
の
占
典

的な
疎
外
灘
を
一歩
す
す
め
た
」
(「疎

外
蹟
の
克服
」前
出
「人
聞
の
科
掌
」
)

と
い
う
が、
構
遣
改
革
醐が
着
の
い
う

「後進
園
型
の単
砧
」
11
群
力
藁
命
の

一
面性
を
のり
こ
え
て
、
「禰
力
革
命

を
た
だ
一
つ
の力
策
と
す
る
よ
う
な
思

考慣
行
」と
別
の
「思
為
」
を
提
出
す

る
と
いう
と
き
、
笑
は
君
は
、
ブ
ル
ジ

ョア
凝
漸
字
雀
の
説
いた
配
分
の
止
義

の築現へ、い
っさいの患

向を

㎎箋

弱

籠

購
髪

}

正
戦
則
想
湧
の
宵
後
に
あ
る
分
析
歯
字

に
君
が
手
を
つ
け
ら
れ
ぬ
と
い
う
努
力

放
梁
に
む
す
び
っ
い
て
い
る
。(評

馳
販
)

性同一

P

,

2

畿翻
ブ

成
長
段
階
諭
は屡
又

哲
学
で
ある
か?

平和
共
存は
又
化
論
とし
て
徹
底
さ

せ
る
と
、多
元
的
又
化論
にな
る
だ
ろ

う
。
築原
武
大
氏が
い
うよ
う
に、
多

元
的
又
化論
は
世
墾的
な
工
》
又明
の

革
命
と
い
う
b史
的
現
実
にお
よ
そ
マ

ッ
チし
て
い
な
い
(
「世
界
」
三九
ヰ

一月
)
す
で
に前
弓
でみ
た
よ
う
に削

水
幾
入
齢
も
これ
と
同じ
よ
う
に、
多

元
的
又
化論
の
一典
避た
る
半
和共
仔

論が
歴史
哲
払を
矢
い
て
いる
と
い
っ

た
。われ

われ
は
こ
の
狛
爪
のス
タ
ー
リ

ニ
天
ム
化
判
を
両く
,訂仙
す
る
あ
ま

り
、
こ
れ
を
心れ
る
こ
と
が
で
さ
な
い

のだ
。
と
こ
ろ
が
配水
目
身は
寵
折
成

長
調に
と
び
つく
や
それ
の、
歴
史
汝

㌧
的
根
拠
と
を
櫛
譜す
るこ
とを
す
っ

か
り
恕
れ
て
しま
っ
て
いる
。
一
沁禰

一長田

 

水
は
歴
史
的
現
笑
を
五
つ
の
成
長
段
階

に
よ
って
時
間
の
削
後
関
係
に
が序
し

て
いる
か
ぎ
り
、
こ
の
段
階
論
を
新
し

い歴
史
哲
字
だ
と
自
認
し
て
い
る
。
し

か
し
ロ
ス
トゥ
の
ム
段
階
設
定
そ
の
O

の
を
徹
底
し
て
"え
る
ほ
ど
、
一憎
あ

や
し
く
な
って
く
る
。

こ
こ
で
は
段
防
論
の
た
だ
一肖
に
ふ

れ
る
に
と
ど
め
る
。
成
長
段
晦
論
は
欧

米
諸
国
日
本
と
ン
足
を
「向
辰
大
衆
舶

蟹
婚
代
」
と
い
う
歴
叉
的
賦
凶
の
最
動

の
改
陪
に
煙
し
た
と
がる
.
そ
こ
で
は

(ア
メ
リ
カ
は
す
で
に
久
し
い
が
)
生

陀
力
は
人
間
の
必
玄を
十
分
に
允
た
す

に
戯り
、
こ
の
』
佐
力
を
俣
い
き
る
に

は
、
載
舶
に
よ
る
網
耗
を
ぬ
け
る
と
す

れ
は
ベ
ビ
ー
プ
;
ム
に
よ
っ
て
珂
化
と

なる
だ
け
だ
と
い
う
。

地
球
の
片
方
で
人
々
は
腿
衣
飽
良

し
、
も
つ
一力
の
郁
分
で
人
々
が
腹
を

空
か
し
て
い
る
と
い
う
恥
寒

こ
の
二

圃
性
こ
そ
今
日
世
扉
文
朋
の
統
一的
な

性
格
や
レ
ベ
ル
を
小
す
も
の
だ
。
統
一

と
し
て
の
今
日
の
世
界
の
物質
的
水準

の
低
さ
こ
そ
慣
桿
の
不
均
致
な
二
取
桐

造
を
生
ん
で
い
る
。
先
逸
国
と
後
進国

と
の
彬
窟
は
、
必
ず
や
先
進国
の
体
内

に
も
嵩
生
瞠
さ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
科
争

的
な
文
明
病
と
い
う
も
の
だ
。
す
で
に

「商
改
大
衆
泊
籔
婚
代
」
に
入
った
と

い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
、
白
と
黒
の
、刈

立
は
ま
す
ま
す
激
化
し
て
い
る
で
は
な

い
か
?
歴
史
哲
毎
と
は
な
に
よ
り
も
軌

一的
な
現
代
文
朋
世
界
の
批
判
的ヴ
ィ

ジ
ョン
で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
ン

、些
ア
メ
」
カ
の
今
日
の
状
態
が
人類

の
行
き
つ
く
至
棉
の
状
態
と
は
、
何
と

人
両
の
慧
識
性
を
低
く
み
た
「史
観
」

で
あ
ろ
う
か
?

ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
段
臨
諭

漕
水
幾
太
郎
の
耕
史
観
た
る
段
幽
論

は
、
ス
タ
ー
」
ニ
ス
ム
に
あ
っ
て
は
臨

知
の
「
一国
社
会
王
識論
」
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
。
ふ
つ
う
「
一国
社
会
皇

義
」
は
ス
タ
ー
リ
ン
が
は
じ
め
て
提
魁

レ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
ロ
ソ
ァ
に
お
け
る
柱

会
王
面
建
設
の
打
定
の
一時
知
の
問
題

と
し
て
鯉
解
さ
れ
て
き
π
。
「
一国
仙

会
土
我
」
の
こ
の
鮒
圓
は
削稿
で
ふれ

た
よ
う
に
「不
均
等
発
展
の
伝則
」を

絶
対
した
コ
ー
ス
匿
鋤
Mし
た
彼血
的

労
働
国
依
内
で
民
肱
あ
会
土
城を
最
小

一期
限
内
で
元
成
す
Oと
い
う
コー
スを

}献
麻
す
る
。
(労
拗
首
園メ
が
ロシ
ノ

[
嵩
團か
ら
飯
数
に
な
っ
た
今日
、
ソ
旭

で
も
甲
国
、
東
欧
で
も
「
一国
4-会
工

糺」
"
民
畝
礼
会
土
我
の
花
嫌
り
で
あ

る
。
し
か
も
公
八
マ
ル
ク
ス
ユ
戦
看
は

こ
れ
こ
そ
マ
ル
ク
ス
上
勃
の
耕し
い発

展
だ
と
う
ぬ
ぽ
れ
て
い
る
。
)

た
し
か
に
「
【困祉
会
工
れ」
は
石

の
側
面
を
も
つ
こ
と
は
宙
定
で
き
な

い
。
だ
が
そ
れ
は
め
く
ま
で
も
「一
画

社
会
土
秘」
の
ず
圓
に
す
ぎ
な
いこ
と

に
㍍
怠
せ
ね
は
なら
な
い
。
「一
㎏社

会
山親
」
の
も
う
一
つ
の側
面
は
値
外

"中
命
の
小
,肌陶
性
楢
を
先薩
国
と
俊雌

圏
と
に
域
廠
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
鍵
階
論
の
興
尋
は
一
九
二
八
ヰ
の
コ

ミ
ンタ
ー
ン
六
回
入
会
の
綱領
に
み
ら

れ
る
。
そこ
で先
進
負
本
王
残
國
は
プ

ロレ
タ
リ
ア
社
会
土
我革
命
、
後
煽
国

裡
民地
はブ
ル
ジ
ョア
民
王
王
輔
雌
命

と
い
う周
知
の
二鮫
階
革
命
紛
が
足
式

化
され
て
いた
。

革
命
の鍵
階
譲
はス
タ
ー
リ
ン
が
は

し
め
では
な
い。
そ
れ
は
元
米
ロ
ソア

革
命
以嗣
の
社
会
底主
王
編
の
全
鍼
期

にお
け
⇔第
ニ
イ
ン
タ
ナ
ソ
ヨナ
ル
の

公
式的
乱場
で
あ
った
。
一九
一七
年

の
ロ
ソア
車
命
に
さ
いし
、
メ
ン
ソ
ェ

ヴ
イ
キ
は
む
'つん
入タ
ー
リ
ン
を
は
じ

論
㎜㎜川㎜川㎜川㎜㎜㎜㎜
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め
と
丁る
オ
ー
ル
ド
・ポ
リ
ノ
∴ヴ
イ

ヰた
ち
は復
血
国
で
ブロ
レ
タ
リ
ア
ー

トが
和
力
を
艇得
す
る
吋
熊
性
、
必
磐

性
を
珂解
で
き
なか
った
。
そ
れ
は
か

れ
ら
がζ
う
した
段
囲繭
建仙
奉
し
て

いた
から
だ。
こ
の段
鰍
、踊の
ゆ
え
に

窮
一次
大
戦
後
メ
ン
/
エワ
イ
キ
や
ド

イツ
・オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
孔
会
鼠†
々

義は
地
印
のり
ー
ダ
ー
ン
ソ/
か
りす

べ
り
落
ち
て
、
つ
い
に
は
没
浩
し
て
し

ま
った
。
(こ
の
没
落
の
連
命
か
ら
ス

タ
ー
リ
ン
ら
を
免
が
れし
め
た
の
は
、

た
だ
ボ
リ
シ
ェヴ
イ
キ
冤
組
蹴
に
ひ
そ

箋

で
き
兀
と
い
う
一り
以
外
に
一

段
塘
単
畑論
の
も
っと
も
6ー
劇
的
な

紬
巣
・、
一九
二
六
-
七
年の
鍋
二
次

中
国
単命
の
敗
北
に
現
わ
れ
た
が
、
む

ろ
ん
戦
削
の
日
本
共
産
寛
の
思
名
尚
き

コ
ニニ
チ
アー
ゼ
」
に
も
二
改
陶
革
命

繭
が

か
れ
て
い
た
。
こ
の
ス
タ
ー
リ

ン
の
㎏
附
讃
は
フ
ル
ソ
チ
ョフ
時
代に

な
って
も
勉る
こ
と
なく
受
け
つ
が
れ

て
いる
。
中
ン
が
刈
又
し
て
い
る
現
在

で
も
、
ン
岨共
産
兜
も
甲
国
共
産
寛
も

違
つた
条
件
に
対
し
て
血
った
反
応
を

と
るに
し
て
も
「
扇
社
会
土
義
」
の

ヴ
ィジ
一ン
に
つ
い
て
は
何
ら
の
ち
が

いも
な
い。
い
や
U
し
ろ
「
　国
社
会

キ
義
」
の
ゆ
え
に
こ
'て甲
ソ
対
M
は
必

然
的
な
も
の
と
な
った
と
、ー心わ
れ
る
。

生
陛
力
栢
ハの
矛
肩
を
も
った
二
つ
の

悶
須
の
図鎌
と
いう
規
突
に
対
し
て
「

一田
歓
会
王
杣」
ー1
民
肱
杜
会
壬
靴は

た
だ
そ
れ
を
偵
振
に
k
映
し
て
、
そ

の
う
え
こ
の
.矛尉
を
悩
化
・闘
疋
化
す

る
と
いう
み
ち
を
た
ど
ら
ざ
る
を
得
な

い。
沁
水
の
「㎡
済
旗
長
段
陪
論
」

の中
ソ
刈
V
諭
は
、
中
ソ
の
対
V
の
一

面
-

鯉唐
爪準
の
括
臨1

し
か
み

な
い。
柚
壇改
単派
の
申
ソ
対
y
論
も

多
分
に
「成
茂段
躇
編
」
と
同
し
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
人
圓の
慧
滅
恒
・」
棒

性
の同
題
が
一切
拍
賦さ
れ
て
い
る
.

中
ン
の
〆
ロレ
タ
リ
〆
擢裁
の
蝋
-'に

た
つ公
八
マル
ク
ス
上
穐
百の
⊥
伜的

買
任
は
一切
み
の
がさ
れ
て
い
る
、

ブ
ル
ジ
ョワ
史
観
の
砒
判
能
刀

ス
タ
ー
リ
ン
ニ
凶
ム
の
以
h
綱は
こ

の
よ
う
に
、
国
,琢回
の
んV
(そ
の
函

家
と
は
買本
工
靴国
,殊の
み
な
ら
ず
、

いま
や
ゾ
ロ
レ
タ
」
〆
榊力
の
も
と
の

国
.寡に
い
た
って
い
る
)
を
止
揚
す
る

力針
を
小す
罷力
を
も
た
な
い
バ
で

は
、
ブ
ル
ジ
ョア
段
婿
論
と
回し
て
め

る
。
こ
の
雇
肝
で
、
前
,りに
の
へ
た
よ

う
に
ス
タ
ー
リ
ニ
ベ
ム
は
耐
爪
の
ノ
ル

シ
ョア
〔史
観
」
に
堕
降
レ
た
イ
ブ
オ

ロ.イー
で
あ
る
。

そ
う
と
す
る
と
、
こ
の
事
態
の
誕
面

と
し
こ
、
当
然
洞
水
の
「新
歴
史
観
」

が
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
を
批
判
す
る能
力

な
ど
そ
も
そ
も
揖
ち
得
る
は
ず
がな
い

で
は
な
い
か
?
た
と
え
ぱ
猪禾
正遭
氏

の
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
批
判
(
「中
央
公

諭
」
三
八
年十
二
日9を
見
こ
み
よ
う
.

中
ソ
の
国
家
誼
翰
の
過
程
で
ン運
スタ

ー
リ
ニ
ス
ト
が
「
人
民国
家
」を
自
称

し
こ
い
る
6
実
や
中
ソ
國
境
紛争
を
み

く
、
彼
は
次
の
よ
う
に
快
哉を
叫ぷ
。

「そ
れ
児
ろ
/
こ
の
現
実
に
よ
っ
こ
マ

ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
の国
累
消
誠論

は
い
ま
や
根
底
か
ら
崩れ
去
った
。国

家
は
も
と
も
と入
類
氷
趾
の
も
の
だ
」
一

[と
。

過
桂
に
襲
い
か
か
る
こ
と
を
も
っ
ては

じ
ま
る
伐
の
批
判
力
も
、た
だ
国家
(

資
本
王
腐
国
家
だ
け
でな
く
労
働
者国

家
も
)
間
の
対
立
を
ひ
き
馨
現
契
の

世
界
を
雌
認
す
る
こ
と
に
経
る
にす
ぎ

な
い
。
す
で
に
み
た
病
水
幾
太
郎
の
平

和
共
存
批
判
も
ま
た
あ
と
で
ふれ
る予

定
の
ソ
連
経
済
嬢
殴
批
判
も
ま
った
く

こ
れ
と
蟹
わ
り
写
い
。
かれ
ら
の
方法

諭
は
「現
実
は
埋
性
削
で
ある
」
と
い

う
一面
性
の
カ
リ
ス
マ
こ
れ
に
つ
き

る
。
た
と
え
ス
ター
リ
ニ
ス
ト
であ

れ
と
に
か
く
マ
ル
ク
ス王
轟
と自
祢

す
る
首
や
、
ま
た
そ
の
王
俸が
築
き上

げ
た
現
笑
(国
家
)
さえ
、
資
本
王
義

の
体
制
的
ワ
ク
を
の
りこ
えた
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ブ
ル
ジ
コア
的
に
ふる
ま

わ
ざ
る
を
得
な
い
と
いう
複
錐
か
つ冷

蝕
な
現
笑
、
こ
れ
を
解
決
せ
ん
と
いう

王
体
的
契
機
を
ぬ
き
にし

.消
水
ら
の

立
場
で
は
、
現
実
に
埋
泄し
た
同類
た

.る
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ム
に
た
いし
真
の批

判
を
行
い
得
る
も
の
で
はな
い。
批
判

と
は
現
災
を
よ
り
耕し
い現
実
に認
き

換
え
る
こ
と
以
外
にな
い
。

依

久

革

會

ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ム
(
コ
国
社
会王

噛
」
)
を
U
尾
一
貰し
て
批判
し
うる

も
の
は
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
の「永
久
革
命
」

の
箆
讃
だ
け
で
あ
る
。氷
久
革
命
諭
は

相
鉦
に
依
存
す
る
貌
災
と
し
て
の世
界

文
明
(世
界経
邑

か
b
出発
す
る。

現
代
の
文
閉
は
勇
剛
の困
際
的
分業
と

慣
界
巾
場
と
に
よ
っ
て
血
めら
れ
てき

た
。
nへ社
芸
の
生産
力
が
す
でに
圏

累
則
境
野
を
の
り
こ
え
て成
長し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
水
久
距
命論
の中

心
的
削
促で
あ
る
。
そ
れは
苗国
主
勃

戦
争
を
右
の
加
天
の
表
現
と
み
「成
長

敗
㎏
訥
」
の
よ
う
に、
猜
疋
の
(ロス

ト
ゥ
で
は
、
ド
イ
ソ、
日
本、
ロシ
ア

ーー
ソ
蓮
、
い
ま
で
は
甲国
)
後進
国
と

先
雌
函
と
の
対
V
から
鉦し
たも
の
と

は
み
、
い
り
労
M
田悶
メ
が
榎
数
と
な

り
、
☆
本
王
靴講
国
と
甑櫓
する
今日

の
鯉改
納
の
又
明
に
お
い
ても
囹
際
剛

分
、と
楓
界
市
鋤
は
ま
す
ま
す発
展し

つ
っ
め
O
(こ
の
肖のス
タ
ー
リ
ン
主
我

的
な
「二
つ
の
償
外
市
場
」
繭
は
徹
抵

一的
に
御え
ぬ
け
ば
ぬ
く
ほ
ど
ま
す
ま
す

ナ
ノ
セ
ン
ペ
と
、娼
る
)
。
ス
タ
ー
リ
ニ

ス
∴
の
よ
う
な
生
匹
力
の
示
η
に
ほ
は

か
も
り
した
「'胆
会
⊥
物」
伍
κ
関
琢

力
ガ
論
に
v
た
な
い
水
久
革
命
論
に
と

っ
て
、
'会
工
胴と
は
、
受
本
上
靴に

比
べ
て
は
る
か
に
舳
い
生
産
力
に
V
た

季

美

ム
の
混
乱畠

壊
」も
・
て・
委

ー
リ
ニ
ス
ム
の
謬

と 1

ね
ば
な
ら
な
い。
そ
う
だ
と
す
れは
、

社
会
土
嘱に
お
いて
ζ
そ
世
界
的
分
菓

は叢
大
限
に
発
遣
を
騒
る
ζ
と
に
よ
っ

ては
じ
め
て
、
人
鎖
は
労
働
が
義
務
と

し
て
でな
く
、
窃
び
と
化
す
る
状
況
に

血つ
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
世
界
文
明
の
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
を
基
本
に
も
つ永
久
革
命
論
は
ま

ず
、
圃方
では
ロ
シ
ア
の
歴
史
的
後
塩

性
にも
か
か
わ
ら
ず
先
進
国
よ
り
さ
き

にプ
ロ
レ
タ
リ
ア
椹
力
が
確
立
さ
れ
る

こ
と
を
見
通
し
、
他
方
包
囲
さ
れ
た
後

雌
欄
の
ゾ
ロ
レ
タ
リ
ア
権
力
に
ふ
り
か
.

かる
矛
盾
か
ら
抜
け
出
る
遭
は
世
界
革

命
の中
に見
出
さ
れ
る
と
いう
戦
略
を

謙

に蕎

・た
・

ロ
シ
ヤ
が
孤
立
か
ら
脱
し
、
ア
メ
リ

カ
と
.堪事
的
に
対
応
し
う
る
ま
で
の
筒

い生
産
力
に
到
虚
し
、
い
く
つ
の
労
働

者
函
家
が
胆
わ
り
、
そ
の
国
家
圏
が
十

数
ほ
の人
口
を
占
め
る
に
いた
った
二

〇
世
椙
後
半
に
お
いて
も
、
二
十
世
紀

の初
め
に
足式
化
さ
れ
た
氷
久
革
命
諭

一の
右
の二
つの
命
題
は
根
本
的
に
は
い

ぜ
ん
とし
て祠
効
で
あ
る
凶

鋼
一
に、
氷
久
革
命
の
世
界
的
幽
椙

は
いま
だ
茜
～か
ら
ほ
ど
滋
い.
第
二

に、
す
で
にふ
れ
た
よ
う
に
先
進
国
で

は
大
部分
の
人
間
が
飽
食
暖
衣
し
て
い

る
一力
で、
後
進
国
で
は
文
宇
遠
り
い

つ
も
版を
黛か
し
て
いる
人
聞
が
大
部

分だ
と
いう
世
騨
は
ま
さ
し
く
革
命
を

饗
求
し
て
いる
。
第
三
に
、
ス
タ
ー
リ

ニス
ムの
よ
う
に
、
生
産
力
を
無
視
し

て
「一閏
社
会
王
嚢
」
1
「
一国
共
産

主
義
」を
栄化
す
る
こ
と
なく
、
ま
た

小
ブ
ル
ジ
ョア
、
イ
デ
オ
ロ
ー
ク
の
よ

うに
「先
血
凶
で
ま
ず
車
命
が
は
じ
ま

る
」
と
いう
マル
ク
ス
の
予
想
と
現
実

と
の爪
一僚
に
眼
ま
いを
起
し
て
大
騒

ぎ
す
る
こ
と
なく
、
現
実
を
い視
す
る

な
ら
ぱ
、
生
産
性
の
尽で
、
全
体
と
し

て
の労
働
国
採
圃
は
依
然
と
し
て
先
進

管
本
土
絨
圃
に
た
いし
て
劣
って
い
る

こ
と
を認
め
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
永

久
躯
命
は
二
つの
大
職
で
激
し
い
物
質

的
桝
神
的
流
血
を
藤
て
よ
う
や
く
端
緒

に
つ
いた
ば
か
り
で
あ
る
。
人
類
は
ア

メ
リ
カ
と
ゴ
ー
ロ
ソ
バ
の
卓命
と
い
う

唄
荷
か
ら
解
族
さ
晒
て
い
な
い
の
だ
。

一
(京
大
経
唐学
部
大
掌
院
・後
遭
国
開

発
鎗)
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新 しい日本像を展開する。 轟潔羅蓄譲庭子川幸夫'井上宗和

本
紙
九
月
二
十
八
日

團

 
堵
に
ん
の
よ
う
な
誤
植

が
あ
り
まし
た
の
で
出
止
し
ま
す
。

三図

潟
畔
ら
ん
の
幽
省
「ラ
ー
デ
ン

ド
ル
フ
」
を
「ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
」

に。
同
し
く
縛
評
の
二
殿
目
「対
敦

領
域
に一サを
「封
冨貨顛
加
外
」
に
、

最
ド
殿
の人
名
「ペ
ン
デ
イ
ク
ス
」

を
「ベン
デ
イ
ク
ス
」
に
し
ま
す
。

四面

「同
時
へ
の
㎡人
た
ち
」
の
鎌

者は

捨
小哲
大」
氏
で
は
な
く

「か
爪誓
刀̀」
氏
で
す
。

欝
.副の
つつ
き
で
「支
能
理
論
」
と

あ
る
の
セ
「支
出
押
論
」
と
し
ま
す

筆
黛なら
び
に
瀦苔
浦
兄
姉
に
多
大

建

惑
をお
よ
ぼし
た
こ
と
を
お
わ

びし
ます
。

(編
集
部
)
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妻
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響
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第
17
回

学
生
広
告
論
文

電
通
賞
作
品

募
集
!

◎
第
2
部
、
第
5部
には
工
業
高
専
5
年
以
下の
学
生
を
含
む

◎
原
璃
制
限
枚
数
をこ
え
た
も
の
は
失
格
と
しま
す

■
緬

切

■
送
り
先

■
鞘

豪

■
贈

賞

饗

昭
和紛
年
1
月
31
日
雪
臼
消
印有
効
)

東
奮

央
区
銀
座
西
7
の
-

株
式
会
社

電
通

総
務局

孕
生
広
告
諭
又
嶺

昭和
40年
5
月
-
日

入賞
者
(校
)
に
通
知
す
る
とと
も
に
5
月
初
旬
当
琶

発
行
の
電
通
報
紙
上
に
発
表

昭
和
40年
7
月
1
日
(当
社
創立
紀
念
旦
》

①
又
都
大
臣
賞嘗
釈
及
記
念
副
賀
(置
時
計
)4各
部
の
剛位
に
贈
る

②
電
通
賞

第
1
部

1位
(1
名
)賞
状
・副
賞
(腕時
計
)
奨
学
命
ω

第
2
翼
各
若
干
名
)賞
状
。墾
学
金
各
2

第
5都
(着
手
校
ー

客
5

■
原
稿
は
お遮
し
い
た
し
蜜
せ
ん

羅 髭 霊
サ
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